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新 酒 の 成 分 に つ い て
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1．  調査の目的

  近年，特徴のある清酒，高品質の清酒等へ消費者嗜好が向いており，業界でも，  より品質の高い

清酒の製造，品質管理や出荷管理に注意をじている。

63年度は，米作の冷害による影響，  また暖冬の影響と心配されたが，良質の清酒が醸出された。酒

造期の終了をひかえ，例年同様に醸出された新酒を評価し，酒造技術の改善をはかるとともに，消費

者の嗜好に適合する出荷管理を徹底させる目的で鑑評会を行い，新酒の成分分析をしたバ

2．  分析法

国税庁所定分析法によった。

3．  成分分析値

  出品酒は，普通酒が 27 場，51 点，純米醸造酒が 33 場，68 点，吟醸酒が 45 場，169 点の合計 288

点であった。

  1 場あたり， 各部門別に鑑評会で上位であったもの 1点について，成分を分析した結果を表 1～表

3に示す。



　　茨城県工業技術センター研究報告　第 17 号

－129－

日本酒度の最大値が＋5，最小値が±0，平均値が＋2．1となった。酸度の最大値は 1.65ml，最小

値は 0.92ml，平均値で 1.29ml となり，昨年度よりも増加していた。アミノ酸度の最大値は 2.12ml，

最小値が 0.71ml，平均値は 1.33ml となり，昨年度よりも減少していた。
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  日本酒度の最大値が＋5，最小値が－3，平均値は＋2．2であった。酸度の最大値が 1.65ml，最小

値が 0.92ml，平均値で 1.29ml であった。アミノ酸度の最大値は 2.12ml，最小値は 0.71ml，平均で

1.33ml となった。
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 日本酒度の最大値が＋9，最小値が＋2，平均値で＋5．7であった。酸度の最大値が 1.89ml ゴ，最小

値が 0.80ml，平均値が 1.35ml となり，昨年度よりも増加していた。アミノ酸度は最大値が 1.70ml，

最小値が 0.58ml，平均値が 1.04ml で，昨年度よりも減少していた。


